
農薬環境懇談会

１．趣 旨

環境省の設置にともない農薬環境管理室が新たに設けられ、新たな農薬環境行政の展開

が期待されており、中央環境審議会土壌農薬部会、農薬専門委員会において須藤専門委員

長から今後の農薬環境行政の方針について広く検討したいとの提案がなされたところであ

る。また、農薬の生態影響評価システムの確立、 条約対応、環境ホルモン問題へのPOPs

対応など農薬を巡る課題も山積している状況にある。

このため、農薬環境管理室の設置を一つの契機として今後の農薬環境行政の行政運営の

方針の中期的展望を取りまとめるため、農薬環境懇談会を設置する。

２．検討事項

（１）農薬環境行政の今後１０年程度の基本方針

（２）農薬の生態影響の評価、 条約への対応、環境ホルモン問題への対応、情報のPOPs

公開などトピックスについての基本方針

（３）その他

３．懇談会構成

基本的には農薬専門委員会の中心的メンバ－により構成し、農薬工業会、生態系の専門

家等を加え、構成する。
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４．懇談会の設置の方法

部長委嘱の懇談会とし、専門委員会、部会に懇談会報告を報告するものとする。

５．検討スケジュール

検討テ－マから、年内報告取りまとめを目途に５回程度開催。

第１回 農薬の歴史、今までの取り組みのレビュ－

検討課題の自由討論

第２回 検討課題毎の現状と課題と対応方針の検討（全般的事項）

第３回 同上（個別トピックス）

第４回 報告骨子の検討

第５回 報告案の検討
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